




A Study on the Improvement of Combustion and
Exhaust Gas in the Internal Combustion Engine
(1st Report)










A Study on the Improvement of Combustion and Exhaust Gas 
in the Internal Combustion Engine (1st Report) 
Shigenol:】uHayashi and Norihiro Sawa 
Abstract 
To examine in detail the fundamental characteristic and construction of the combustion-自ame
propagation， the mechanism of the growth of carbon， the authors have experimentally taken the 
photograph of flame propagation and measured Hydrocarbon gas， Co gas， changing the various 
factors with constant volume combustion chamber and crankcase compressed two stroke cycle 
engme 












































































































































































燃料成分 l燃即日;;用INo. 3 Jtl 
フロノ之ン 72.7 72.7 
イソブタン 13.4 13.0 
フロピレン 4.2 。
正ブタン 2.6 11.3 
フチレン 3.4 1 
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vi) 11!F=24.4の場合， i濃淡は少々まだらであるがう 隆色に(1っぽい黄色の火炎で14=1心部












































































































図 12 燃焼時間と A/F
播速度は封入庄力 (F'.t)によってあまり変わらないので， 火炎が 1/3l， 2/3lおよび J点に到達
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まる。この方法で、求めた火炎伝播速度 (Of)および燃焼速度 (Oo)を図 17に示す。凶-17(a)に
Pi二 1.2kgjcm2の場合における ηjrと火炎伝播速度 (Of)と燃焼速度(町)を示しているが，閃
によると，火炎面が燃焼容器壁面に近づくと (ηケヰ1)火炎速度(吋は急激に減速し，その減
速度合は宅燃比が理論値 (AjF = 21.84)に近い AjF=19.4の場合に最大で以下 AjF=24.4，12 
の1慎になっている。 これに対して，燃焼速度 (τ匂)は明燃比 (AjF)によって変わるが位置 hjr)
には関係なくほぼ一定値を示し壁面のごく近傍においてのみ僅かに減速される。
この燃焼速度 ('l弘)が一定値となることをマラーノレール・シャトウリェの式
口 k To- T，o 1 、 一一-
Uu一 ρu'CjJ T.乞σ-1'1ι Xo
で考えてみると，火炎面が壁面に近づくにつれて未燃ガス密度〈ρ心は増加する。一方，未燃ガ












ii) 網目を通過した後の燃焼速度 (Vb)の最大値はほとんどの場合，嗣径 d=9.8cmのもの
が最高であり，火炎伝描速度 (Vf)の最大値は空燃比によって変わり ，AjF=24.4の場

































































実用機関にも適用できることを示した W.A. Danielの実験結果や， かかる消炎理論の適用を







































(水素圧力 0.6kgjcm2，県気応力 2kgjcm2) として相対面積比較法を採用ピーク面積は半幅値法
によって求めた。
なお，設定空燃比は次式から算出した。
1 (P ，¥ Rp 
F ¥P-P.。つ Rα (3 ) 
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ここに，.1jF:空燃比， V'l: {ドj炎領域の休積，V:体積 T:燃焼ガス生成温度， Tq: ìl~ 
炎領域のガス温度で与えられる。 しかし本実験に用いた円向型燃焼容器においては，




岳民(F : A )-q，'( ~)(去)= (F:f1 ).qa.(十i)(去) (6) 
ここに， qrt:消炎距離フ S:表面積，L:燃焼室高さである。
また， Friedman5) は空気過剰率，{ =0.7~ 1.3 のプロパンー宅気混合気に対して，消炎距離
(q!l)を次式で与えている。
q仇!lα」77.(川Tρ(Pq) (7 ) 
ここに， α ， ß は空燃比の関数で α=0.8~0.96， (8=U)~0.49 の実験値を報告している。
したがって (6)および (7)式から
-g~= (Ttx) (去)α(Js 1.(会トι)(T) ( 6 )' 
となり， 未燃炭化水素ーの発生量 (G1)に影響する因子として空燃比 (AjF)，燃焼器の表面積 (S)









燃焼容器 No.3(V=502ムSjV=1.05)，混合気の封入圧力 lTlfl 












o 2u A伊 40
図-20 HC(ppm)とil/F
面温度および燃焼圧力が実用機関の場合よりもかなり低いにもかかわらず均一混合気の燃焼で






















































混合気の封入圧力 (Pi)によって燃焼最高圧力 (P明)および最高温度 (T.明)も変わる。すな
わち
九 =Fi(号)od= Pi(ヰvQ)。
ここに， d:モノレ数の変化， Q:混合気 1kg当たりの発熱量で、ある。いま，{Jiりに P'lヰ I弘，
Tqoc T川 T二子 Tmと近似すると，炭化水素の発生量 (Gz)は規準状態(添字0)との比で示すと
(GzlGN) r p乞o(Tm)Ti)odo)" ._ ( PiO ¥α 一(-= {一一一一~U ;" f ~ ( A';") (8 ) (GzlGN)o l Pi(Tm)Ti) O J -0 ¥ Pi ) 
の関係が与えられる。しかし本実験では図-22および図-23に
示すように (Gz/GN)/(Gz/GN)。キ(PiO/Pi)O.5となっている。 この指
数0.5は Friedmanの実験値 (0.8~ 0.9)よりも小さいが， これ
































0.5 1.0 ;S/V /.5 











(Gz/GN) .!_. f (S/V)ド
(Gz/GN)o . l (S/V)o J (10) 
で与えられる。しかるに，実験値は必ずしも計算値とは一致せ
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ざア14λ).(手).(去ts仰十Fα (;f's)十(匁仰1去)川 (11) 
の関係が導びかれる。上式から炭化水素に及ぼす諸因子，すなわち燃空比 (F/F+A)，吸込条件























行 程 体 積 246 cc 
最 大 出 力 18.5 ps/6000 rpm 
最大トノレク 2.36 kg.m/5000 rpm 
圧 縮 比 6.6 
占 火 時 期 上死点前210






























λcl 4'兵 法二日 神広場所 と(11)式から導びかれる結論と定性的に一致
図-29 排気抽出場所の影響 し，燃焼ガス平均温度 (Tp) がたかくなるほと
炭化水素濃度 (HCppm)はほぼ直線的に減少している。いま，最高温度 (T哨)の代わりに燃焼
がないため，比例関係にあると考えられる測温
ガス平均温度 (Tp)および実験値 tp=2000Cにおける炭化水素濃度 5200ppmを基準とし， (11) 





















































































































































































































意を表します。 (昭和 45年 5月20日受理)
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